システム創成学科
シミュレーション･数理社会デザインコース

要 旨 作 成 上 の 注 意

　卒業論文要旨の執筆に際しては、以下の注意事項と見本を参照の上、A4白色上質紙に、体裁・レイアウトなどの点に注意して作成してください。フォントは日本語が明朝体、英語がCenturyを標準とします。

1.　レイアウト

1.1　表題部

　和文題目、英文題目、指導教員名、学籍番号、学生氏名を、見本にしたがい作成する。フォントは、和文題目は14ポイントのゴシック体、英文題目、学籍番号は12ポイントのCentury、指導教員名、学生氏名は12ポイントの明朝体とする。

1.2 本　文

(1) フォントは10ポイントの明朝体とする。

(2) 本文は（図、写真、表を含む）は、中央に12 mmの余白をあけて左右2列に分け、各21字、シングルスペースで印字する。マージンは、上25ｍｍ、下25ｍｍ、左右24ｍｍとする。

1.3 図、写真、および表

(1) 図、写真および表の大きさは横幅75 mm（本文1列の横幅）を基準とし、原則として1列に収める。図、表などが大きくて1列に収まらないときは、2列にまたがってもよい。この場合、文章の続きがよくわかるようにすることが必要である。

(2) 図、写真、表の上下には1行の余白をおき、相互間には1行以上の余白をおく。

(3) 図、写真、表の横に空白ができても、その空白部には本文を印字しないことを原則とする。

1.4 見出しの書き方

(1) 章見出しは左寄せし、上に1行あける。フォントは11ポイントのゴシック体とする。

(2) 節、項は左寄せし、フォントは10ポイントのゴシック体とする。

(3) 箇条書きは、 (1) …………,  (2) …………とし、見出しがある場合には後に2文字あけて本文を印字する。

1.5 脚　注

　　脚注が必要な場合は、そのページの下部に横線を引いて、その下側に印字する。引用箇所の記号は文献番号と混同しないように注意する。

1.6 文　献

　　参考文献は本文末尾にまとめて入れる。本文中の引用箇所の右肩に小括弧を付し、番号を記入する。

2.　図、写真および表の作成要領

2.1　文字の大きさは、本文と同じ寸法が望ましい。記号類が小さすぎて判別不能にならないように注意する。

2.2　図（写真）および表には、図１…、表１…、のように各々番号をつけ、さらに内容を的確に表わす表題をつける。図（写真）の表題は下に、表の表題は上にセンタリングして配置する。

3.　量記号、単位記号、数字

　　量記号はイタリック体(斜体)、単位記号はローマン(立体)、数字は立体とする。

4.　式

4.1 数式は1列に収めるのを原則とする。長い式で1列に収まらない場合は2列にまたがってもよいが、この場合には前後の文章の続きがよくわかるようにする。

4.2 式には式番号を右寄せで入れる。

5.　ページ数

片面印刷で２ページとする。



















































































































































































































